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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間のわが国経済は、引き続き株価や雇用環境などにおいて回復基調にあると見られるも

のの、世界経済の先行きに対する懸念材料などもみられ、不透明感のある状況で推移いたしました。

 このような状況の中、当社グループでは、不動産利用事業においては更なる安定収入の維持拡大に向けて、引き

続き本庄地区の再開発の検討を行い、自動車販売事業におきましては売上高の拡大・収益増大を図るべく、販売体

質の強化及び中古車部門・サービス部門の拡充にも取り組んでまいりました。また、楽器販売事業におきましては

より一層の顧客ニーズの取り込みや万全のサービス提供を行い、安定した収益の確保に努めました。

 その結果、当社グループの売上高は2,936百万円（前年同期比105.4％）となりました。収益面では、営業利益

108百万円（前年同期比98.8％）、経常利益102百万円（前年同期比102.1％）、親会社株主に帰属する四半期純利

益84百万円（前年同期比90.2％）となりました。

[セグメントの概況]

（不動産利用）

 売上高は267百万円（前年同期比101.5％）、セグメント利益は198百万円（前年同期比107.0％）となりました。

（自動車販売）

 売上高は2,244百万円（前年同期比104.9％）となりましたが、販売費及び一般管理費の増加により、セグメント

損失は5百万円（前年同期セグメント利益2百万円）となりました。

（楽器販売）

 売上高は380百万円（前年同期比99.7％）、セグメント利益は6百万円（前年同期比52.1％）となりました。

（建材販売） 

 平成27年5月15日を効力発生日とする株式交換により平成産業株式会社を連結子会社とし、平成27年4月30日をみ

なし取得日としております。それにより第１四半期連結累計期間より建材販売事業における売上高・セグメント利

益を計上しております。売上高は44百万円、セグメント損失は2百万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末の資産は、商品及び製品の増加等により、前連結会計年度末比28百万円増の6,830

百万円となりました。

 当第３四半期連結会計期間末の負債は、短期借入金の増加等により、前連結会計年度末比157百万円増の4,173百

万円となりました。

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は、自己株式の取得等により、前連結会計年度末比128百万円減の2,656百

万円となりました。

 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成28年３月期の連結業績予想につきましては、平成27年8月7日の第1四半期決算短信で公表いたしました業績

予想に対する修正はありません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 第１四半期連結累計期間において、平成産業株式会社を完全子会社化したため、同社を連結の範囲に含めており

ます。

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第3四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。
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 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。 

 なお、当第3四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 

 

 

（３）追加情報

（表示方法の変更）

 連結子会社の株式会社ホンダニュー埼玉における代車・試乗車の販売に係る損益については、前期まで「特別損

益」の「固定資産売却損益」に含めておりましたが、第1四半期連結累計期間より「売上総利益」に含めて計上す

ることに変更いたしました。この変更は、平成26年9月26日より同社本庄店に中古車の取扱コーナーを設けたこと

等により第1四半期連結累計期間より代車・試乗車などの中古車の同社内での扱い方を新車の扱い方と同様とする

ことから、経営成績をより適切に表示するために行うものであります。

 この表示方法の変更を反映させるため、前第3四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行っており

ます。この結果、前第3四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書における「固定資産売却損益」18,303千円

は、「売上高」2,784,762千円、「売上原価」2,087,023千円、「売上総利益」697,738千円、「営業利益」110,140

千円、「経常利益」100,093千円として組替えております。なお、セグメント情報に与える影響については、当該

箇所に記載しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,259,405 1,027,098 

受取手形及び売掛金 84,105 90,530 

商品及び製品 404,644 479,474 

原材料及び貯蔵品 2,332 2,584 

前払費用 13,170 27,648 

前渡金 10,555 － 

短期貸付金 6,066 66 

繰延税金資産 1,768 2,386 

未収還付法人税等 4,969 － 

その他 122,741 372,863 

貸倒引当金 △330 △1,222 

流動資産合計 1,909,428 2,001,430 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 3,569,341 3,578,485 

減価償却累計額 △2,339,898 △2,407,185 

建物及び構築物（純額） 1,229,442 1,171,300 

機械装置及び運搬具 151,269 151,686 

減価償却累計額 △51,509 △61,476 

機械装置及び運搬具（純額） 99,760 90,209 

工具、器具及び備品 29,821 31,391 

減価償却累計額 △20,180 △23,261 

工具、器具及び備品（純額） 9,641 8,129 

土地 3,182,471 3,230,623 

リース資産 57,072 56,092 

減価償却累計額 △22,089 △26,582 

リース資産（純額） 34,983 29,509 

建設仮勘定 30 － 

有形固定資産合計 4,556,328 4,529,772 

無形固定資産    

のれん 20,948 24,326 

その他 1,861 2,052 

無形固定資産合計 22,810 26,378 

投資その他の資産    

投資有価証券 18,650 18,650 

長期貸付金 259,867 196,317 

繰延税金資産 763 15,875 

その他 40,854 48,994 

貸倒引当金 △7,165 △7,164 

投資その他の資産合計 312,969 272,673 

固定資産合計 4,892,108 4,828,824 

資産合計 6,801,536 6,830,254 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 446,383 289,781 

短期借入金 160,000 260,000 

1年内返済予定の長期借入金 186,672 157,624 

1年内返還予定の預り保証金 75,987 75,987 

未払費用 25,736 25,026 

未払金 26,715 34,921 

未払法人税等 － 13,807 

未払消費税等 31,732 12,555 

賞与引当金 7,983 9,070 

前受金 136,503 140,535 

その他 15,711 20,934 

流動負債合計 1,113,426 1,040,243 

固定負債    

長期借入金 1,111,406 1,394,669 

繰延税金負債 2,471 2,356 

役員退職慰労引当金 13,712 12,531 

退職給付に係る負債 47,577 56,390 

預り保証金 871,806 820,770 

長期前受収益 66,615 63,329 

再評価に係る繰延税金負債 756,848 756,848 

その他 32,502 26,591 

固定負債合計 2,902,939 3,133,487 

負債合計 4,016,365 4,173,731 

純資産の部    

株主資本    

資本金 307,370 307,370 

資本剰余金 549,392 573,860 

利益剰余金 554,023 562,848 

自己株式 △226,548 △388,490 

株主資本合計 1,184,237 1,055,589 

その他の包括利益累計額    

土地再評価差額金 1,600,933 1,600,933 

その他の包括利益累計額合計 1,600,933 1,600,933 

純資産合計 2,785,171 2,656,523 

負債純資産合計 6,801,536 6,830,254 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 2,784,762 2,936,330 

売上原価 2,087,023 2,208,219 

売上総利益 697,738 728,111 

販売費及び一般管理費 587,597 619,328 

営業利益 110,140 108,782 

営業外収益    

受取利息 6,246 6,255 

受取配当金 81 78 

役員退職慰労引当金戻入額 － 1,180 

その他 3,755 5,631 

営業外収益合計 10,083 13,146 

営業外費用    

支払利息 17,583 17,713 

その他 2,547 2,055 

営業外費用合計 20,130 19,768 

経常利益 100,093 102,160 

特別損失    

災害による損失 － 18,772 

特別損失合計 － 18,772 

税金等調整前四半期純利益 100,093 83,387 

法人税、住民税及び事業税 3,653 14,410 

法人税等調整額 2,430 △15,844 

法人税等合計 6,084 △1,433 

四半期純利益 94,009 84,821 

親会社株主に帰属する四半期純利益 94,009 84,821 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 94,009 84,821 

四半期包括利益 94,009 84,821 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 94,009 84,821 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成25年９月11日及び平成26年11月６日並びに平成27年11月５日開催の取締役会決議に基づき、自己 

株式1,438,000株の取得を行いました。この結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が195,188千円増加

し、当第３四半期連結会計期間末において自己株式が388,490千円となっております。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自平成26年４月1日 至平成26年12月31日）

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  不動産利用 自動車販売 楽器販売 建材販売 合計 
調整額 

（注） 

四半期連結損益

計算書計上額 

売上高              

外部顧客への売上高 263,290 2,140,458 381,013 － 2,784,762 － 2,784,762 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
33,450 2,768 － － 36,218 △36,218 － 

計 296,740 2,143,227 381,013 － 2,820,981 △36,218 2,784,762 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
185,926 2,240 13,190 － 201,357 △91,216 ※  110,140 

（注）セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額91,216千円には、セグメント間取引消去36,218千

   円、各報告セグメントに配分していない全社費用54,998千円が含まれております。

   全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

   ※四半期連結損益計算書の営業利益

 

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自平成27年４月1日 至平成27年12月31日）

    報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：千円） 

  不動産利用 自動車販売 楽器販売 建材販売 合計 
調整額 

（注） 

四半期連結損益

計算書計上額 

売上高              

外部顧客への売上高 267,327 2,244,561 380,015 44,425 2,936,330 － 2,936,330 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
34,650 － － 71 34,721 △34,721 － 

計 301,977 2,244,561 380,015 44,497 2,971,052 △34,721 2,936,330 

セグメント利益又は 

セグメント損失（△） 
198,883 △5,710 6,871 △2,769 197,274 △88,491 ※  108,782 

（注）１．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額88,491千円には、セグメント間取引消去34,721千

   円、各報告セグメントに配分していない全社費用53,770千円が含まれております。

   全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

      (1)企業結合に関する会計基準等の適用

 「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から「企業結合に関する会計基準」等を適

用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上すると

ともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、第１

四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の

配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更し

ております。 

 なお、この変更に伴う影響は、軽微であります。 
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   (2)平成27年5月15日を効力発生日とする株式交換により平成産業株式会社を連結子会社とし、平成27年4月

 30日をみなし取得日として報告セグメントの区分に「建材販売」を新設しております。

 なお、前第3四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成

したものを記載しております。

(3)表示方法の変更による影響

 追加情報に記載のとおり、表示方法の変更に伴い、前第3四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組

替えを行っております。この結果、自動車販売事業で「外部顧客への売上高」が52,156千円増加し、セグメ

ント利益が18,303千円増加しております。

   ※四半期連結損益計算書の営業利益
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